
公益社団法人全日本病院協会 御中

事務連絡

平成 30年 1月 12日

厚生労働省医政局総務課

病院薬剤師の働き方の実態調査に対する協力のお願いについて（情報提供）

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、平成29年度厚生労働科学研究地域医療基盤開発推進研究事業において、

病院薬剤師の働き方の実態を把握するため、下記の研究を行っています。

当該研究において実施予定のアンケ｝ト調査（以下「研究班調査Jという。）に

ついて、貴会会員医療機関から研究班調査へのご回答いただけるよう、ご協力をい

ただきたく、よろしくお願いいたします。

記

研究名：病院における薬剤師の働き方の実態を踏まえた生産性の向上と薬剤師

業務のあり方に関する研究

（平成29年度 厚生労働科学研究地域医療基盤開発推進研究事業）

研究代表者：鹿児島大学教授・薬剤部長武田 泰生

調査内容等：別紙のとおり



平成 30年 1月 12日

公益社団法人全日本病院協会御中

平成29年度厚生労働科学研究

（地域医療基盤開発推進研究事業）

研究代表者 武田 泰生

平成29年度厚生労働科学研究（地域医療基盤開発推進研究事業）

「病院における薬剤師の働き方の実態を踏まえた生産性の向上と

薬剤師業務のあり方に関する研究」ご協力のお願い

新春の候、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平成29年度厚生労働科学研究（地域医療基盤開発推進研究事業）として、「病院に

おける薬剤師の働き方の実態を踏まえた生産性の向上と薬剤師業務のあり方に関す

る研究」が採択されました。病院の薬剤業務の中心が調剤業務から病棟業務へとシフ

トしている現状において、薬剤師のより高い生産性と付加価値の向上が求められてい

ます。このように病院薬剤師をとりまく状況が大きく変化している中、本研究は、病

院薬剤師の勤務状況や業務実態の調査を通して、現状を分析し、今後の病床機能別に

おけるチ｝ム医療の一員としてのあるべき姿や、地域包括ケアを推進していく中での

地域との連携のあり方について明らかにすることを目的としています。そして、適正

かっ適切な薬物治療管理に関する提言を行いたいと考えております。

今回は、平成30年度の本格調査をお願いする前に、日本病院薬剤師会が平成29年

6月に実施しました全国の病院を対象とした現状調査にご回答いただいたご施設の中

から、850施設を選ばせていただき、プレアンケート調査を行うことといたしました。

つきましては、お忙しい中誠に恐縮ですが、本研究の趣旨をご理解いただき、是非

とも貴会会員医療機関から本調査へご回答いただけるよう、格別のご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。
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病院薬剤部門の長殿

平成29年度厚生労働科学研究（地域医療基盤開発推進研究事業）

研究代表者 武田 泰生

平成 29年度厚生労働科学研究（地域医療基盤開発推進研究事業）

「病院における薬剤師の働き方の実態を踏まえた生産性の向上と

薬剤師業務のあり方に関する研究」ご協力のお願い

新春の候、益々ご清祥のこととお慶び、申し上げます。

平成 29年度厚生労働科学研究（地域医療基盤開発推進研究事業）として、 「病

院における薬剤師の働き方の実態を踏まえた生産性の向上と薬剤師業務のあり

方に関する研究」が採択されました。病院の薬剤業務の中心が調剤業務から病棟

業務へとシフトしている現状において、薬剤師のより高い生産性と付加価値の

向上が求められています。このように病院薬剤師をとりまく状況が大きく変化

している中、本研究は、病院薬剤師の勤務状況や業務実態の調査を通して、現状

を分析し、今後の病床機能別におけるチーム医療の一員としてのあるべき姿や、

地域包括ケアを推進していく中での地域との連携のあり方について明らかにす

ることを目的としています。そして、適正かっ適切な薬物治療管理を行うにふさ

わしい薬剤師数を提言したいと考えております。

なお、本研究の遂行にあたり日本病院薬剤師会の全面的なご協力をいただい

ております。

今回は、平成 30年度の本格調査をお願いする前に、日本病院薬剤師会が平成

29年 6月に実施しました全国の病院を対象とした現状調査にご回答いただいた

ご施設の中から、 850施設を選ばせていただき、プレアンケート調査を行うこと

といたしました。また、本格調査をよりよいものにするために、今田のプレアン

ケート調査項目の選定につきましでも、調査項目の要・不要や自答の難易度など

について、忌’l軍ないご意見をいただければと存じます。

つきましては、お忙しい中誠に恐縮ですが、本研究の趣旨をご理解いただき、

是非とも本調査へのご協力をお願い申し上げます。



病院薬剤部門の長殿

日病薬発第29-206号

平成 30年 1月 12日

一般社団法人 日本病

会長木平

平成29年度厚生労働科学研究

「病院における薬剤師の働き方の実態を踏まえた生産性の向上と

薬剤師業務のあり方に関する研究」へのご協力のお願い

平素より、日本病院薬剤師会の活動にご高配を賜り御礼申し上げます。

さて、この度、平成29年度厚生労働科学研究「病院における薬剤師の働き方

の実態を踏まえた生産性の向上と薬剤師業務のあり方に関する研究」に対して

のご協力をお願いいたしたく、ご連絡をさし上げた次第です。

平成 29年 4月6日に、厚生労働省より「新たな医療のあり方を踏まえた医師・

看護師等の働き方ビジョン検討会報告書」が公表されました。

本報告書の中では、病院薬剤師においては、薬物療法の提案による有効性・

安全性の向上や外来診療における薬学的管理、地域包括ケアを推進するための

病院薬剤師と薬局薬剤師の連携などの業務の充実が求められております。

本会といたしましては、本研究が今後の病院薬剤師のあるべき業務と役割を

明らかにするための極めて重要な研究であると考え、本研究に全面的に協力す

ることを機関決定いたしました。

本調査では、記入いただく項目が多岐に渡っておりご負担をおかけいたしま

すが、調査の趣旨に鑑み、本調査へのご協力をお願い申し上げます。

また、本調査は病院薬剤師の将来に大きな影響を与えるものであることから、

本会の会員が所属されていない病院におかれましでも、格別のご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

なお、本研究は、平成 29年6月に本会が実施した平成29年度病院薬剤部門

の現状調査結果を活用させていただきますので、ご了承くださいますようお願

い申し上げます。
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